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1． は じ め に

　中央構造線は西南日本 の ほ ぼ中央部を千 km 以上

に わた っ て 縦走する 大地質構造線で あ る （図
一1）。

こ れ は北側 の 領家変成岩類 と南側 の 三 波川変成岩類

との 境界 をな す大断層 で あ る 。 紀伊半島 の 中央部以

西で は ， 領家変成岩類を覆 っ て 和泉層群が分布す る

の で ， こ れ と三 波川結晶片岩類 との 境に な っ て い る 。

こ うし た 地質境界を な す断層は 狭義の 中央構造線 ま

た は 主境界断層 と よばれ る。 こ れ は 1本 （枚） の 断

層で はな く， こ れ に近接 して 並走 した り， 分岐 し た

り し て い る 。
こ れ ら断層は総称し て 中央構造線断層

系とよばれ る 。 また ， 第四 紀に も活動を繰 り返 し て

い る 断層群は 中央構造線活断層系 （以下 MTL 活断

層系 と省略） と よ ん で 区別 され る
。

　MTL 活断層系 と し て 典型的な 部分は ， 和泉山脈

南麓か ら四 国にか けて の 地域で ある が，中部 日本や

九州中部で も部分的 に活断層 の 性質を もつ
。 紀伊半

島西部か ら四 国に か けて の地形的に も っ とも明 り ょ

うな部分だ け で 約 300km に 及び ，
こ の 範囲 だ けで

も ， 日本列 島の 陸上部で は最長 の 活断層系を構成す

る 。

　こ の 主な動 きは右横ずれ で あ り， 四 国中〜東部 で

は千年 に つ き 7 皿 程度 の 平均変位速度をも つ が ， 紀

伊半島や 四 国 の 西部な ど で は ， そ の 数分 の 1 以下 と

な る 。 こ れ に伴われ た上 下ずれ は場所 に よ っ て 向き

がま っ た く異な り， そ の 平均変位速度も横ずれ の 10

分 の 1程度以 下 で あ る 。 し か し ， 各所 に低断層崖や

断層崖が見 られ ， こ れ ら の 方が一般 に は 確認 されや

す く， 上下 ずれ の活断層 と誤解 され て きた こ と も多

い
。 こ うした性質 で 分か る よ うに， MTL 活断層系

は 日本列島を代表する 活断層 で あ る 。 こ の 概要は ，

活断層研究会
D

に よ っ て 編集 され た 「新編 日本の 活

断層 」 に よ くま とめ られ て い る 。

　最近 ， 四 国の 数 か所で ト レ ン チ掘 削調査が行われ ，

過去 1 万数千年程度 の 活動史 が詳 し く解明 され て き
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一一一一一 3 ：第四紀前期に動い た活断層
→ ＋ H → →＋ ← 4 ；主境界断層としての 中央構造線

図
一 1　西南日本の 活断層図 （活断層研究会

1］の 図を簡略化 し細部 を修正 ）。MTL 活 断 層系は 1〜IXに 沿 う断層

　　　 で あ り，黒 星 は 大区分 の
， 白星 は 小 区分 の セ グメ ン ト境界 を示す 。
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表一 1　 中央構造線活断層系 の 活動区の 分割試案

セ グ メ ン ト

大 区 小 区
〆　 　分

断　層 名 場 所

長 　 さ

（km ）
走　向

変位速度
（級別 と

m ／108年）
形 態 的 特 徴

　 地　 震　 活 　 動
（歴史 地震 ・機械 観測）

ト

Ia 　 中央構造綜

I

　 　 Ib
中

部

　 　 IC
日

本

’厂

ノρ

杖突峠
〜

　　　地 蔵峠

地蔵 峠〜 ．

　　 　佐 久間

佐久間〜新城

50　　NIO°E

50　　N20
°
E

30　　N40eE

C

C

C

直線状谷 を形成。変位地形は

不明 りょ う。
直線状谷 と右ず れ地 形を伴 う 。

右ずれ の平 岡断層 と30°
の 交

角 で会合。

直線状谷 ・溝状 凹地 ・右ずれ

地形 を伴 うσ愛知県鳳来町 で

は 2 〜3 本 の リニ ア メ ン トが

並 走。

1725年 8 月140 （M ＝ 6〜6．5）

地震は 糸静線系 か ？

1718年 8 月22日 （M ；7．0）南
信濃地震

715年7 月 4 目 （M ；6．5〜

7．5）佐久間付近

715年 7 月 5 日 （M ＝6．5〜7）

豊川付近

H 豊川
〜

五 条 180　 N55
°〜　 不活 動

　　　　 80
°E

断層線谷 ・断層 線崖 ・埋 没 断 　 な し，1945年 1月 13日 （M ＝

層　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．8）三 河土也震は 北｛則

皿

　
紀

伊

西

IHa 五 条谷断層 五 条〜粉河 30N70 °E A 五 条北方で 南北逆断層 に移 行。
西方の 皿 b との間 に 幅 約1km

の ス テ ッ プ。断層線多少湾 曲。

皿 司根 来囎

　　1
粉河

〜

　　紀淡海峡

40N80
°
E 　 A

（1〜3）

山麓線 を縁 どる 。西部は沖積

面や海底 の ため，詳細不 明。

w 油谷断層
〜海

底 活 断 層群

紀淡海峡
〜

　　鳴門海峡

30N65 °E （A ） 海底活断層群を形成 。 東端 は

友ケ島水道へ 分 岐

歴史 時代 の 被害地震 は地 殻下

の 可能性 大。和歌 山付近 の 小

〜
微小地 震 の 北縁の 境界 をな

す。

下記 の 歴史地震時に動い た 可

能性 もあ る 。

V

四

国
　 　 Vb
北

東

Va 　l鳥門 ・神 田 ・

　　 　 引野
・
父 尾 ・

　　　井口 の 各断層

HkHH〜脇町 54　　N75
°
E 　A 　　 雁行状に 配 列。鳴門 と神田の

（6〜9）　 断層間は 変位地 形不 明 り ょ うe

　　　　 淡路島西 部の 南北性断層 と対 。

1596年 9 月 5 目 （M ＝ 7．5）慶

長 伏見地震 時 に動 い た可 能性

大 。

三 野 ・池田断 　脇 町〜

層　　　　　　　伊予三 島

52　　N75
°
E A

（7 ）

Va との 問に 幅約 1km の ス

テ ッ プ
。 西端 は低位段丘 の 間

に 3km の 間 隔o

上記 の 歴史 地震 時に動 い た 可

能性 もあ る 。西 部で 微 小地震

活動 あ り。

v工

四

国

中　VIb

央

Wa 　 石鎚 ・寒川 ・　伊予 三 島
〜

　　　知1野 の 各断層　　　　新居 浜

27　　N75 °E 　A 　　 石鎚断層 の 東部は不 明 りよ う

（5〜8）　 に な り，代 わ りに 北側 を活 断

　　　　 層が並走。VIb との 問 に 幅約

　　　　 Lskm の ス テ ッ プ 。

最新 の 活 動は1800年前以降 で

あ るが，歴史地 震 との 関係は

不明。

靱

四

国
　 　 IV　b

北

西

岡村 ・小松断　新居浜
〜小 松

層

｝・T　a 　 川上断層 丹原〜
川 内

2 　 　N75 °E

20　　N50
°〜

　 　　　 80
°
E

　A 　　

（5〜7〕　

　 　 　 　

B 桜樹屈曲部は右ずれ を伴 う逆

断層。走向 が各所 で相 当異 な

る
。

Wb との 問の重信川低地下に

徴 小地震活動が観測され て い

る
。

伊予 断層 砥部
〜

双 海 15　　N55
“
E B 北東端 は 走向 が 急変 し，数本

に 分岐。南西端 は 海底活断層

との 問に 幅 1〜2km の ス テ v

プ Q

中央 構造線 犬寄屈曲部 に 微小

地震活動。しか し，そこ は活

断層 で は な い
。

V皿 鑼 鵡
腱

隔
’1° IN脇 IA〜B

群

IX 数多 く 湯布院
・
布田　大分〜出水

　 に細分 川 ・緑川 ・日

九
され る 奈久 ．出水な

　 が ， そ 　どの 各断層

　　の 分 割
州
　 は 省略

200 　 N45 °E
　 　 　 　 〜EW

B

雁 行な い し並 走する正 断層性

の 活断層群よ りな る。個々 の

長 さは10数 km 以下 と短 い
。

1649年 3 月17口 （M ＝ 7．O）伊

予 灘地震

1596年 9 月 4 日 （M ＝7，0）豊

後地 震

東西性 の 正 断層群 と北東
一南

西 方向の 右ずれ 断層が共存。

1703年12！弓31日　（M ＝ 6．5）i昜
布院地震

1975年 4 月21H （M ＝6．4）大
分 県 中部地震な どの 歴史地震

が多 く発生。微小 地震 の 発生

も顕著 で 活動 的 な地 帯 を なす 。

8 土 と基礎，41− 3 （422）
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た 。 と くに 最新 の活動時期に 関 し て ， 従来 の 諸説 と

億異な る新 しい 成果 が得 ら れ ，
MTL 活断層系 の 地

区ご との 性質や活動時期な ど も再検討 され て き た
。

2． MTL 活断層系の 活動区 の 分 割

　長 さ数百 km を超す よ うな距離の 長 い 断層は全 区

間が 同時 に動 くこ とは な く，い くつ か に分割され た

区間 （セ グメ ン ト） が個別 に活動す る。

　 こ うし た活断層 の セ グメ ン トの 事例 として は，ア

メ リ カ合衆国の サ ン ア ン ドレ ア ス 断層や ワ サ ッ チ断

層， トル コ の 北ア ナ トリア 断層 ，
フ ィ リ ピ ン 群島を

縦断す る フ ィ リ ピ ン 断層な どが と くに有名 で あ る 。

　活断層線 を追跡する と
， 所 ど こ ろ に屈曲部や他の

断層 へ 乗 り換え る場所 （ス テ ソ プ） が み られ る 。 こ

れ ら は 地震の 発生や 断層破壊 の 停止 に 大きな役割 を

果 た し て い る ら し く， 破壊が屈 曲部で停止 する と ，

新 し い 破壊がそ こ か ら ま た生 成す る と考え られ る 。

　 こ う し た活断層線 の 屈 曲な い し分 岐や ス テ ッ プ柵

の 大き い と こ ろ で ， セ グ メ ン ト境界 を認定す る 。 と

くに ， 断層線 の 走向 の 変化 ・活断層 と活断層 の 間の

ス テ ッ プ の 状況 ・ 平均変位速度 の 吟味 ・分岐断層 な

い し逆断層 へ の 移行状態な ど に 注 目し て 区分 し た中

央構造線 の セ グメ ン トを表
一 i に 掲げる 。

　実用的な MTL 活 断層系 の セ グ メ ン ト区分や集合

化は まず第一に最新 活動時期 とそ の 範囲を明 らかに

する こ とで あ り， 最近行わ れ た ト レ ン チ 調査 に よ る

成果 を考察す る こ とが重要 で あ る。 こ の課題 をさ ら

に確実 にする ため に は よ り数多 くの トレ ン チ調査が

必要 と な る 。

3．　 地震活動 との 関係

　顕著な歴史的被害地震 は 中央構造線 に沿 っ て 発生

し て い な い と
一
般に み な され て きた。 しか し， ト レ

ン チ調査や地震史料 の再検討 に よ っ て，歴史時代 に

も大地震 が中央構造線に沿 っ て 活動 し た可能性が大

き い こ とが分 か っ て きた 。 また ， 地震観測網 の 整備

に よ っ て ， 中 ・小 規模 の 地震が局部的に 発生 し て い

た り， あ る 地域 の 地震活動に と っ て 顕著な 境界線を

形成 し て い た りす る こ と も判明 し て き た 。

　中部地方 の 中央搆造線沿 い で は ， 下記 の よ うな歴

史地震が発生 し て い る
1）’2）

。

　1）　伊那 ・高遠 ・諏 訪地方に被害 を出 し た 地 震

Maich ．1993
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（震央 ：138．1
°
E ， 36．0

°
N ，

M ＝6〜6．5
，

1725年）。

高遠城や諏訪高島城の 被害 が大 き く ， 各所 に山崩れ

を誘発。糸静線活断層系 に起因す る可能性 も大き い 。

　2）　三 河 ・伊那地方 に被害 を出 した地震 （震央 ：

137．9° E ，35，3
°
N ， M ≒ 7．O，1718年）。 長野県 の

遠山谷 ， 飯田市か ら天竜川沿 い の 各所 に山崩れ が起

こ り， 川 を堰止 めた 。

　3） 佐久 間付近 の 地 震 （震央 ： 137 ．8
°E

，
35．1°

N ， M ＝ 6．5〜7，5，
715 年 7 月 4 日）。 山崩れ で天竜

川 が塞が れ 後 に決壊 し て ， 下流部に 被害を出 し た。

　4） 三 河 地方 の 地震 （震央 ： 137。4
°
E ， 34．8

°

N ，

M ；6．5〜 7．0， 715年 7 月 5 日発生）。正 倉 の破壊 や

百姓 の 廬舎が陥没 し た。三 河の 国府 （＝豊川）を震

央 と し て い る が ， そ の 付近 に は大 きな活断層は な い
。

　紀伊半島西部か ら四国 に か け て の MTL 活断層系

沿 い で は ， 完新世に何回 もの 活動が認め られ る が
，

大規模 な歴史的被害地震 が発生 し た記録は な い と さ

れ て き た。 し か し ， 少な く と も四国東部で は ， 明 り

ょ うな歴 史時代 の 活動 が ト レ ン チ 調査 で 判明 し て き

た の で あ る 。

　 また ，
1916 年に 中規模 の 地震 （M ＝5．7）が新居浜

市北東部付近 （133．4
° E ，34．0° N ）で 起き ， 同市関

川付近 の 林道や埋立 地 に細 い 亀裂 （延長数百m ） が

生 じ た が ， 明 らか な断層 変位は 知 られ て い な い 。さ

らに ， 伊予灘で は 1649 年に大地震 （M ≒ 7．0）が 中央

構造線 付近 （132 ．5
° E ，33．7

°

N ）で 発生し て い る

の で
， そ の 海域 で の MTL 活断層系 の 活動 も考え ら

れ る 。

　 九州陸上部で の 歴史的 な被害地震は ほ とん ど別府

湾か ら天草
・
雲仙 に至 る 帯状 の 地域で 発生 し ， 活断

層 の 密集帯 に
一
致 して い る 。 1596 （慶長 1 ）年の 豊

後地震 （M ＝7．0）で は ， 別 府湾周辺 か ら湯布院付近

に か け て 各所 で 山崩れ が生 じ ， 湾岸 で は津波が発生

して大被害が起 きた 。 大分市 の 沖合 に あ っ た瓜生島

が こ れ に伴 っ て 水没 し た とされ て い る。

　 こ の ほ か に も ， M6 を超 え る被害地 震が ， 次の よ

うな年代に起 こ っ て い る 。 すなわ ち ， 1619年 （八代，

M ・ ・ 6．0），1703年 （大分 県湯布院 ・庄 内地震，M ＝

6．5），
1723年 （肥後 ， M ＝6．5），

1889年 （熊本 ，　 M

＝ 6．3）， 1894 ・1895年（阿蘇 ， M ＝6．3），
1916年（熊

本県 中部，M ＝ 6．1），
1975 年 （阿蘇北部，　 M ＝6．1），

1975年 （大分県 中部 地 震 ， M ＝6．4）で ある 。 19759
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年 の 二 つ の地震 は 正 断層的成分 の 大 きな断層運動に

よ る とされ て い る 。

’

　官公庁や大学 の 観測成果 に よる と， 中央構造線沿

い で微小 地震 の 活動が認 め られ た り， そ の 活動性の

境界 とな っ て い る 。

　紀伊半島北西部の 和歌 山市付近 の 地殻上部で は ，

中央構造線以南で 群発地 震が発生 し て い る が，そ こ

は セ グ メ ン ト境界 と し た 紀淡海峡に 近 い
。

　最近 ， 地質調査 所が行 っ た観測 で は ， 徳 島一愛媛

県境の境 目峠付近 に お い て ，浅発 （深 さ約 10km 以

浅） の 微小 地震活動が MTL 直下 で 高 く， こ の 北側

で は震源 が急に深 くな る
。

ま た
， 東京大学地震研究

所 は 四国西部 の 地殻内 で起 こ っ た微小地震活動 を調

べ
， 微小 地震が西条市南部 ・ 川上断層 と伊予断層 の

問 の地域 ・犬寄屈曲部 の 3 地域に集中して 発生 し て

い る と指摘 して い る 。

　気象庁や九州大学 の 観測 によれ ば ， 中 ・小規模 の

地 震 も九州 中央部 の 活断層地帯 に密集 し て い る。 と

くに ，別府湾か ら阿蘇 を経て有明海 に及ぶ MTL 活

断層系に沿 っ て地震 の 帯状配列が顕著で あ り， 日本

列 島の 陸上 部で もっ と も著し い 地震 の 集中をなす 。

発震機構は横ずれ 型 と正 断層型 と が混在し て い る
。

4．　 トレ ン チ調査 による活 動 時期 と活動間

　　 隔の 解明

　MTL 活断層系 の 活動時期や活動問隔 を明 ら か に

す る た め に ， 堆積年代 が分 か る完新世 の 地層 な どが

連続的に た ま っ て い る場所 で ト レ ン チ調査 が行わ れ

て きた 。 そ れ ら の法面 に現れ た地層や断層が調 べ ら

れ，多 くの 成果が得 られ て きた 。 す な わ ち ， 1）愛

媛県西条市飯岡 （1984年冬季 ・1988年冬季 ・1988年

夏季），2）西条市福武 （1992年春季）， 3）徳島県阿

波郡市場町上喜来 （1991年冬季），4）徳 島県板野 郡

土成町土成 （1990年秋季 ・1991年春季）， 5）徳島県

板野郡土成町熊谷寺東南 （1991年晩秋） の各地点 で

ある 。

　西条市飯岡 で は ，
MTL 活断層系岡村断層 を横切

る ト レ ン チ調査が少 しず つ 場所 を変 えなが ら 3 回 に

わた っ て 行われ，次 の よ うな事柄が判明 し て きた 。

そ の 代表的な例を 口絵写真
一 7に示す。

　1）　い ずれ の ト レ ン チ断面 で も ， 断層は きわめ て

明 り ょ うで あ り， 耕土層 を除 く最上部 の地層 まで 切

10

断 し て い る 。 断層面 は ど こ で も高角度で あ り，ほ ぼ

垂直 の こ とが多い
。 断層は 1 面 （枚） で は な く ， 数

面 が幅数 m 以内に ほ ぼ平行 に発達 してお り， 断層帯

を形成 して い る こ とが多い
。

　 2） 断層線 は 大 き くみ る と N70 °

E 方向へ 直線状

に延び る が ， 多少 の 湾曲を伴 っ て い る揚合 もあ る 。

そ の S 字状 の 湾 曲部に は ， 局所的 な膨れ 上が りを示

す地 層 の 変形や V 字状 に落 ち込 む構造 （ロ絵写真一

7）が み られ たが ， 横ずれ に伴 う現象 と し て理解 さ

れ る 。

　 3）　過去 3 回 の 断層活動 （＝地震） が地層の 変形

や年代測定 ・土器鑑 定な ど か ら求め られ た 。 それ ら

は
，   最新 の 活動 （5〜8世紀），   約 3000 年前 ，  

約 4   年前で あ っ た 。 岡村断層は千年か ら千数百

年程度 の 間隔 で 活動 して きた よ うで あ る 。

　 4） 断層 の 南北両側 の地層 は い ちじ る し く層相 が

異な り，そ れ は 下方 へ 向か っ て よ り顕著とな る e1 ）

や 2）の 現象 と考え合わせ る と， 横ずれ に よ る水平移

動 の累積 とみ なされ る 。

　 5） 1988年冬 の ト レ ン チ で は ， 断層両側の地層の

対応か ら， 最新活動時に 約 5．7m の 右ずれ があ っ た

と みな され た
。

こ の こ とか ら， そ の 地震 規 模 は M

Z5 を越す よ うな 大地震 と し て 動い た と 推定され た
。

　徳島県市揚町上喜来で MTL 活断層系父尾断層 を

横ぎ る ト レ ン チ調査 が 1991年春季 に 行わ れた。 こ の

調査位置は ， 父 尾断層に沿 う明 り ょ うな低断層崖 の

東方延長上 にあ た り， 目開谷川 の形成 し た沖積面 で

あ る。 こ の面上 で は 断層線 の 位置 で旧流路（1日河道）

や条里制遺構に右横ずれ が認 め られ ， そ の もっ と も

短 い 量は 約 6m で あ る。

　 トレ ン チ の 東側法面に は 口絵写真一 8 に示 すよ う

な地層断面 が観察 され た が，父尾断層 の 走向か ら推

定し た沖積面 の 該当部に
， 明 り ょ うな断層露頭 の 断

面が現れ た 。 沖積層の 中に は両側か ら断層の方 に た

わ み込 む ， V 字形 の 構造が認 め られ た 。 偏平礫は長

軸を断層面 に ほ ぼ平行 し て 再配列 し た り， 断層面 に

沿 っ て 上位 の 砂層 が落 ち込 んだ り して い る 。

　東側法面 の 断層 よ り南側 中部 の 砂礫層 に は ， 弥生

式土器 の破片や木炭 （
1
℃ 年代 ： 2250yBP ）が含ま

れ，こ の 層 の 下部も変位を受け て い る が ， 上位 の 砂

層に は 不整合に覆 わ れ て い た。

　 自然状態 を残 し て い る最上位に は ， V 字形をなす
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シ ル ト層 が あ る 。
こ れ は断層沿 い の 開 口亀裂を埋 め

た ， 当時の水田土壌 とみ な され る 。 こ の 中で 見 られ

た土器片は 1500年代 の 鋳型破片 で あ り，それ が断層

の 亀裂に落ち込 む ため には ， 父尾断層は 16世紀以降

に動 い た とみ なさざる を得な い。

　徳島県土成町 の 熊谷寺東南地点で も， 平面形が凹

字をな す ト レ ン チ が 1991年秋季 に四国縦貫 自動車道

調査委員会 によ っ て掘 られ ， そ の ト レ ン チ 法面 の 四

つ に は ， 逆断層状 の 主断層 と こ れ か らほ ぼ垂直 に分

岐す る断層群 が活断層と推定 され た場所に現れ た
。

こ こ で は 13500yBP 以降に少な く とも 4 回 の 活動

が認め られ ， 最新活動に よ っ て 中世 （13〜16世紀）

土器包含層は明 り ょ うに切断 され て い た 。

　 し た が っ て ， こ れ ら の トレ ン チ調査か ら父尾断層

の 活動史をみ る と ， 弥生時代以降に少な くと も 2 回

の 活動 が あ り， そ の 最新 の 動きは 中世以後で ある 。

こ れ は 1596年の 慶長地震で あ る可能性 が大きい
。

5． MTL 活断層系 の 最新 活動

　近畿地方を襲 っ た慶長地震が中央構造線に よ っ て

引き起 こ された可能性 は ，石橋
3）

が最初 に指摘 し た

が ， そ の 根拠 とされ た史料の 諸点に つ い て ， 山本
4，

は 時代認定の 信頼性 に欠 け る と述 べ
， 鳴門や淡路 島

で の 地変や大規模な地震災害を慶長地震に よ る とす

る説 に疑問を出 し て い る 。

　こ う し た論拠 と は別 の 方法で 調 べ ら れ た ト レ ン チ

調査 で ， 中世以後 に中央構造線 の 中央部が動 い た と

い う事実が判明 し て きた
。

し か も ， トレ ン チ は 2 か

所 の 離れ た地点 で あ り，

一つ の ト レ ン チ で は 四 つ の

法面 に歴史時代 の 新 し い 動 きが確認 され た
。

　慶長地震の 震央 は震度分布か ら大阪付近 とされ て

い る
2）

が ， 四 国 の被害記録 は 戦国時代 とい う状況で

は残 らな か っ た として も不思議で は な い
。 讃岐山脈

南麓 の MTL 活断層系 が扇状地や段丘面 を横ずれ変

位 させ て動 い て も，そ の 地域に 大 きな人 口密集地 が

少 な く， 比 較的良好な地 盤状態 で あ る こ とか ら， こ

の 被害 は さ し て 甚大で は な か っ た と も考え られ る 。

　 こ の 地震 の 前後 に は，大地震が西 南日本 とそ の周

辺海域 で発生 して い る 。 1586年 に は 中部 日本 の 西部

に大被害を起 こ し た天 正 大地震 （M ≒ 7．8）があ り，

1596年 9月 4 目 （近畿 の 慶長地震 の前 日）に は 大分

付近 で 大地震 （M ≒ 7．0）が起 きた
。 そ し て ， 1605

（慶長 9 ）年に は 南海 ト ラ フ 沿 い で 大地震 （M ・＝ 7．9）

が発生 し て い る （図一2）。 こ の時期 は 西 南日本に お

い て 大地震の 活動期 に相 当 し て い た 。

　 しか し， 慶長地震 時に動い た MTL 活断層系 の 範

囲を限定する こ と は難 し い 。岡村断層の 1984年西条

トレ ン チ で は ， 断層 の 最上部は 5 〜 7 世紀 の 土器包

含層 を切断 し ， 耕土層 に覆 わ れ て い た （口絵写 真一

8）の で ， 最新活動は こ の 地層堆積以降で耕 土層の

以前で あれ ば ，
い つ の 時期の 動 きで もよ い が ， 記録

の よ く残 され て い る江戸時代以 降に 動い た と は 考え

　　　 図
一 2　西 南日本 に お け る1600年前後 の 大地震の 震源域

　実線 は MTL 活断層系 を，太実線 は 地 震断層 を示 す 。 地 震 は 発 生 年 月

日 ， 規模の 順。 そ の 震源域 は 主 に宇佐美
2）

に よ る震度VI以上 の 範 囲 （横線

部）。
1596年慶 長 地震 の 震源域に は 四 国北東部 の MTL 活断層系沿 い を加

え た が，横線部 は 確実 な部分 で ，破線部 は 可能性 の あ る 部分 で あ る 。

March ，　1993 11

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報 文一2238

られ な い 。 そ し て ，活動間隔が ある程度一定 で ある

と仮定 した場合に は ， 5〜 8 世紀頃の 方が妥当で あ

る 。 こ の 仮定 にた っ と ， 四 国中部 の MTL 活断層系

で は 5 〜 8世紀に最新 の 動きがあ っ た と考え られ る。

四 国中部域は 四 国東部域 とは別 の 起震断層系 セ グメ

ン トで あ り，活動史 が異な る こ と に な る。

　 ま た ， 和泉山脈南麓 の 主要な活 断層で あ る根来断

層 で は， こ の 断層 を横切 る遺跡調査が和歌山県埋蔵

文 化財 セ ン タ
ーに よ り行われ た が，慶長地震 の直前

に消失し た根来寺跡 は上下 に も水平方向に も動 い た

形跡を示 さな か っ た と い う （寒川旭の 談話 に よ る）。

6．　 お わ り に

　今 ま で 述 べ て きた よ うに
， 少 な くとも讃岐山脈南

麓東部の MTL 活断層系 （Va ）が 1596年慶長地震時

に活動し た よ うで あ る 。 こ れ は セ グメ ン トの 最小範

囲 で あ る が， こ れ に淡路島南側 （IV）や讃岐山脈南

麓西部（Vb ）も動 い た の か ， さ らに，六 甲山地南縁

の 活断層系や有馬一高槻構造線 な ど も連動 した の か ，

な どを判定する材料は今 の と こ ろ多 くな い 。 慶長地

震 の 規模 は震度 W の 範 囲か ら M ＝ 7。5 と され て い

る 2） が
， Va 域 の MTL 活断層系 もそ の 震度 に入れ

る と ， こ の 規模は さ らに 大き くな る 。

　中部地方 の MTL 活断層系は 四 国や紀伊西部に比

べ て あま り活動的で は な い が， 前述 の よ うに 三 つ ま

た は 四 つ の 地震 （M ＝ 6。5〜7．0） が歴史時代 に起 こ

っ てお り， こ うした規模 の 地震を起 こ し て きた セ グ

メ ン ト （表一 1）で ある 可能性 が大きい 。

　要約す れ ば，
MTL 活断層系で は歴史時代に活動

した セ グ メ ン ト もあれ ば ， ま だ動 い て い な い セ グ メ

ン ト もあ り， こ う し た 区分や 範囲 の 認定は地震予知

や防災対策 の 上 で きわ め て 重要で あ る 。 歴史時代に

動 い て お らず ， 完新世 に活動的な部分は将来 の 地震

発生 の 可能性が高 い と こ ろ で あ る の で ， とくに注意

を必 要 とす る 。 こ う し た活断層 と して の調査 ・研究

は さ らに多 くの 資料や発掘成果 を もっ て解明 され て

い くこ とが今後 も要請 され る 。

　なお，本稿は 岡田
5）

を短縮 し た り修正 した り して

紹介 し た も の で ， 詳 し くはそ れ を参考に され た い
。
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